
鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
は

日
開
会
さ
れ
ま
し

13

た
。請

願
は
２
件
で
す
。

「
沖
縄
へ
の
軍
事
力
強

化
に
依
ら
ず
、
日
本
国
憲

法
前
文
の
理
念
を
遵
守
し

て
近
隣
諸
国
と
の
友
好
関

係
を
堅
持
し
平
和
を
構
築

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請

願
」
（
沖
縄
に
応
答
す
る

会
＠
山
形
代
表
・
漆
山
ひ

と
み
）
は
、
田
中
宏
・
長

谷
川
剛
・
草
島
進
一
議
員

が
紹
介
議
員
で
す
。

請
願
で
は
、

①
平
和
憲
法
を
遵
守

し
、
近
隣
諸
国
と
の
問
題

は
軍
事
力
に
依
ら
ず
外
交

的
解
決
に
努
め
る
こ
と
。

②
沖
縄
に
強
制
し
て
い

る
安
全
保
障
政
策
を
見
直

し
、
さ
ら
な
る
軍
事
力
の

強
化
を
止
め
る
こ
と
、
を

求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
請
願
は

日
（
水
）

20

の
総
務
常
任
委
員
会
で
審

査
さ
れ
ま
す
。

「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
見
直
し
に
関
す

る
請
願
」
（
庄
内
た
が
わ

農
協
・
鶴
岡
市
農
協
・
両

農
政
対
）
は
、
阿
部
寛
・

菅
井
巌
議
員
が
紹
介
議
員

で
す
。

請
願
で
は
、

①
農
村
振
興
の
み
な
ら

ず
、
農
業
振
興
の
観
点
か

ら
も
「
多
様
な
担
い
手
」

を
基
本
法
に
し
っ
か
り
と

位
置
付
け
る
こ
と
。

②
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
の
見
直
し
に
止

ま
ら
ず
、
ゲ
タ
対
策
等
の

経
営
所
得
安
定
対
策
や
、

個
々
の
農
家
に
対
す
る
新

た
な
直
接
支
払
制
度
の
導

入
を
含
め
た
施
策
全
般
に

わ
た
る
見
直
し
を
行
う
こ

と
、
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
請
願
は

日
（
金
）

23

の
産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
審
査
さ
れ
ま
す
。

正
規
教
員
増
を

議
員
発
議
の
意
見
書
は

３
件
で
す
。

「
学
校
に
お
け
る
教
員

不
足
と
長
時
間
過
密
労
働

解
消
の
た
め
に
、
基
礎
定

数
改
善
に
よ
る
正
規
教
員

増
を
求
め
る
意
見
書
」は
、

長
谷
川
剛
・
南
波
純
議
員

が
提
出
。

意
見
書
で
は
、

小
学
校
教
諭
の

・
４

33

％
、
中
学
校
教
諭
の

・
57

７
％
が
月

時
間
以
上
の

80

時
間
外
労
働
の
「
過
労
死

ラ
イ
ン
」
を
超
え
、
精
神

疾
患
に
よ
る
求
職
者
数
は

２
０
２
１
年
度
に
過
去
最

多
の
５
８
９
７
人
を
記
録

し
、
教
育
現
場
を
早
急
に

改
善
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
だ
と
し
、

①
公
立
小
中
学
校
・
高

等
学
校
の
学
級
編
成
標
準

を
改
正
し
、
少
人
数
学
級

制
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ

と
、②

「
乗
ず
る
数
」
「
除

す
べ
き
数
」
の
数
値
を
改

正
し
、
教
員
の
授
業
担
当

コ
マ
数
の
軽
減
を
行
う
こ

と
、
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
約
２
０
０
０
件
の

死
亡
例
に
つ
い
て
、
徹
底

調
査
を
求
め
る
意
見
書
」

は
、
草
島
進
一
・
坂
本
昌

栄
・
南
波
純
議
員
が
提

出
。意

見
書
で
は
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
約
２
０
０
０
人
の
死

亡
例
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
が
ワ
ク
チ
ン
と
の
因

果
関
係
を
公
式
に
認
め
た

の
は
こ
れ
ま
で
１
例
に
止

ま
っ
て
い
る
と
し
て
、

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

死
亡
例
に
つ
い
て
徹
底
し

た
追
跡
調
査
を
お
こ
な
う

こ
と
、を
求
め
て
い
ま
す
。

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
法

を
求
め
る
意
見
書
」
は
、

草
島
進
一
・
菅
井
巌
議
員

が
提
出
。

意
見
書
で
は
、
地
域
在

来
品
種
等
の
種
苗
の
保
存

や
利
用
、
技
術
開
発
と
普

及
を
進
め
る
た
め
に
、
ロ

ー
カ
ル
フ
ー
ド
法
の
早
期

成
立
を
求
め
て
い
ま
す
。

意
見
書
は
、

日(

月)

26

に
各
会
派
に
よ
る
調
整
を

経
て
、
本
会
議
最
終
日
に

提
出
さ
れ
ま
す
。

統
一
教
会
が
ら
み
、
相

反
す
る
陳
情
２
件

陳
情
は
２
件
で
、

「
政
治
家
の
皆
様
へ
統

一
教
会
と
の
関
係
断
絶
を

求
め
る
声
明
」
（
全
国
霊

感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡

会
）
は
、
被
害
者
救
済
の

実
効
性
あ
る
措
置
や
、
関

係
を
断
絶
す
る
決
議
等
を

求
め
て
い
ま
す
。

「
全
国
霊
感
商
法
対
策

弁
護
士
会
の
不
当
な
声
明

に
対
す
る
陳
情
」
（
山
形

県
を
明
る
く
す
る
会
）は
、

関
係
断
絶
な
ど
の
決
議
を

行
わ
な
い
こ
と
や
、
信
者

が
不
当
な
差
別
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
求
め

て
い
ま
す
。

陳
情
は
、
議
会
運
営
委

員
会
に
報
告
さ
れ
ま
す
。
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ル
」
を
訪
問
。
青

年
海
外
協
力
隊
や
、

旧
朝
日
村
時
代
か

ら
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
「
鶴
岡
・
タ

イ
『
子
ど
も
の
村

学
園
』
友
好
協
会
」
な
ど
、
市
民
の
方

々
に
よ
る
国
際
交
流
の
活
動
に
熱
く
共

感
し
ま
し
た
。
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
の
料

理
を
購
入
。
と
て
も
美
味
で
し
た
。
ま

た
、
以
前
外
国
人
労
働
者
の
実
情
に
つ

い
て
お
話
を
聞
い
た
方
か
ら
、
「
関
さ

ん
！
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
感
激
。

▽
６
月

日
（
木
）
予
算
特
別
委
員
会

29

で
吉
村
知
事
、
教
育
長
、
各
部
長
ら
に

質
問
を
お
こ
な
い
ま
す
。
午
前

時
か

11

ら

時

分
頃
の
予
定
。
鶴
岡
地
区
委

12

10

員
会
で
視
聴
会
を
開
き
ま
す
。
な
る
べ

く
事
前
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
で
き

ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
６
日
（
月
）
、
市
内
の
商
工
団
体
を

訪
問
し
て
地
域
経
済
の
状
況
等
を
聴

取
。
人
手
不
足
の
深
刻
さ
を
痛
感
。

▽
８
日
（
木
）
登
庁
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、

学
校
給
食
、
不
登
校
、
高
速
道
路
の
安

全
確
保
等
に
つ
い
て
対
策
を
聞
き
取

り
。
連
日
、
６
月
議
会
の
質
問
準
備
。

▽

日
（
土
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人

10
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
の
総
会
に
会
員
と
し

て
出
席
。
国
の
制
度
に
則
っ
て
、
発
達

障
が
い
の
方
の
職
業
訓
練
や
就
職
活
動

支
援
、
若
者
相
談
支
援
拠
点
（
社
会
生

活
に
困
難
の
あ
る
若
者
と
そ
の
家
族
に

相
談
活
動
・
体
験
活
動
な
ど
を
提
供
）

の
運
営
な
ど
の
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
が
、
国
の
予
算
が
以
前
か
ら
少
額

で
あ
っ
た
上
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
活
動

が
大
き
く
制
約
を
受
け
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
実
感
。
支
援
策

を
県
に
引
き
続
き
提
案
し
な
く
て
は
。

▽

日
（
日
）
、
出
羽
庄
内
国
際
村
で

11
行
わ
れ
た
「
第

回
ワ
ー
ル
ド
バ
ザ
ー

28
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鶴
岡
市
議
会
産
業
建
設

常
任
委
員
会
（
秋
葉
雄
委

員
長
）
の
行
政
視
察
が
、

５
月

日
か
ら

日
ま
で

22

24

行
わ
れ
ま
し
た
。

視
察
先
は
、
愛
媛
県
今

治
市
、同
県
四
国
中
央
市
、

徳
島
県
徳
島
市
で
す
。

坂
本
昌
栄
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

滞
在
型
農
園
施
設－

愛
媛
県
今
治
市

今
治
市
は
、
人
口
約
15

万
人
。
滞
在
型
農
園
施
設

ラ
ン
ト
ゥ
レ
ー
ベ
ン
大
三

島
は
、
旧
越
智
群
大
三
島

町
が
平
成

年
４
月
に
オ

15

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

農
園
公
園
や
、
い
き
い

き
農
園
（
ハ
ウ
ス
２
棟
）

の
他
、
滞
在
施
設
約
３
０

０
㎡
に
農
園
が
付
き
の
16

棟
、
他
に
休
憩
施
設
・
菜

園
１
０
０
㎡
を
整
備
し
、

農
林
水
産
省
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
約
２
億
８
千

万
円
で
整
備
し
ま
し
た
。

施
設
の
使
用
契
約
を
１

年
（
最
長
５
年
）
と
し
、

滞
在
は
月
最
低
３
泊
６

日
、
必
要
な
農
作
業
を
行

う
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
に

積
極
的
に
参
加
す
る
等
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

使
用
料
は
年
間

万
４

44

０
０
０
円
か
ら

万
２
０

31

０
０
円
で
、
１
年
間
分
を

前
払
い
と
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
へ
の
支
援
体
制

は
、
地
域
の
農
家
が
管
理

組
合
を
立
ち
上
げ
、
営
農

指
導
と
、
施
設
利
用
者
Ｏ

Ｂ
等

人
が
年
間
を
通
し

48

て
交
流
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
運
営
の
収
入
は
滞

在
施
設
利
用
料
で
、
支
出

は
管
理
組
合
へ
の
委
託

費
、
ト
イ
レ
清
掃
賃
金
、

施
設
維
持
修
繕
費
等
の
維

持
管
理
経
費
で
す
。

数
年
前
ま
で
は
年
間
２

０
０
万
円
の
黒
字
で
し
た

が
、
こ
こ
数
年
は
市
が
赤

字
分
を
補
て
ん
し
て
い
ま

す
。

オ
ー
プ
ン
当
初
よ
り
通

算
で

％
の
利
用
率
で
、

96

平
成

年
度
は
１
０
０
％

30

の
利
用
率
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
な
ど
で
、
令

和
に
な
っ
て
か
ら
は

％
84

の
利
用
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。施

設
退
去
者

組
の
う

95

ち

組
（

％
）
が
移
住

37

39

し
、
果
樹
や
農
業
、
レ
ス

ト
ラ
ン
等
を
行
っ
て
お

り
、
移
住
対
策
と
し
て
の

効
果
は
十
分
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

紙
産
業
の
戦
略
見
据

え
工
業
団
地
造
成－

愛
媛
県
四
国
中
央
市

四
国
中
央
市
は
、
人
口

８
万
２
千
人
。
陸
路
（
高

速
道
路
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ウ

エ
イ
）
と
海
路
（
国
際
貿

易
港
四
国
ロ
ジ
サ
イ
ト
）

の
整
備
に
よ
っ
て
、

流
通
が
相
乗
効
果
を

生
ん
で
い
ま
す
。

面
積
４
２
１
・
24

で
、
林
野
率

・

㎞2

77

８
％
の
土
地
を
ゾ
ー

ニ
ン
グ
し
、
自
然
海

浜
（
水
辺
ゾ
ー
ン
）

と
市
街
地
ゾ
ー
ン
、

山
間
交
流
ゾ
ー
ン
と

産
業
物
流
ゾ
ー
ン
に

分
け
、
利
用
し
て
い

ま
す
。

昭
和

年
か
ら
、

55

自
然
環
境
に
対
す
る

対
策
や
廃
棄
物
な
ど

の
処
理
対
策
と
し

て
、
８
つ
の
工
業
団

地
を
造
成
し
て
い
ま

す
。四

国
中
央
市
の
紙

産
業
は
、
昭
和

年
28

に
柳
瀬
ダ
ム
等
の
水

源
を
確
保
し
、
以
後

製
紙
業
が
盛
ん
と
な
り
ま

し
た
。

紙
の
ま
ち
ラ
ン
キ
ン
グ

（
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工

製
品
製
造
品
出
荷
額
等
）

で
は
２
０
２
０
年
、

年
17

間
連
続
で
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

紙
産
業
の
今
後
の
戦
略

を
見
据
え
、
企
業
に
対
し

事
前
に
意
向
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
令
和
５

年
度
か
ら

年
度
を
目
途

11

に
、
城
山
臨
海
工
業
団
地

を
造
成
し
ま
す
。

愛
媛
大
学
と
、
愛
媛
県

・
四
国
中
央
市
と
の
連
携

を
図
り
、
紙
産
業
の
研
究

施
設
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

駅
前
移
転
と
開
館
日

増
で
図
書
館
利
用
拡

大－

徳
島
県
徳
島
市

徳
島
市
は
、
人
口
約
24

万
人
。
図
書
離
れ
や
ネ
ッ

ト
社
会
等
の
変
化
、
旧
施

設
の
狭
小
や
立
地
条
件

等
、
市
民
か
ら
改
善
を
求

め
る
意
見
や
要
望
が
寄
せ

ら
れ
、
市
立
図
書
館
を
徳

島
駅
前
ビ
ル
内
へ
移
転
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に

よ
り
２
０
２
０
年
度
か
ら

「
は
こ
ら
い
ふ
図
書
館
」

と
改
称
し
ま
し
た
。

開
館
日
数
で
年
間

日
40

間
、
開
館
時
間
を
１
時
間

延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、

若
年
層
の
利
用
が
増
加

し
、
借
り
る
図
書
館
か
ら

滞
在
型
（
滞
在
時
間

分
30

以
上
）
の
図
書
館
に
変
化

し
つ
つ
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
て
い
ま
す
。

課
題
で
は
、
指
定
管
理

の
更
新
（
５
年
）
に
よ
り

安
定
的
な
運
営
・
継
続
性

が
確
実
に
担
保
さ
れ
ず
、

長
期
的
な
計
画
が
立
て
に

く
い
、
指
定
管
理
者
選
定

に
係
る
業
務
量
が
多
大
で

あ
り
、
指
定
管
理
者
の
正

当
な
評
価
を
す
る
た
め
の

専
門
的
な
知
識
が
必
要
に

な
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月8日入札分

・西目地区土砂災害復旧工事（西目地内）（入札18業者うち4業者辞退）
小野寺建設(株) 179,800,000円（185,523,699円）工期～6/3/2（落札率96.91％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月9日入札分

・市公共下水道事業 雨水茅原第２幹線2006-A号新設工事（茅原町地内）(入札6業者)
(株)佐藤組 153,500,000円（154,350,000円）工期～6/3/28（落札率99.45％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月9日入札分

・市集落排水事業 田川地区管路施設清水32～36号新設工事（中清水地内ほか）（入札
14業者うち1業者辞退）
(株)菅原工務店 63,200,000円（65,170,000円）工期～6/2/15（落札率96.98％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月7日入札分

・市経年管路更新工事実施設計業務委託（城北町地内）（入札6業者）
(株)日本水道設計社山形営業所 14,000,000円（14,360,000円）期間～6/2/29（落札率97.49％）
・温海川配水池耐震診断業務委託（温海川地内）（入札8業者うち1業者辞退、1業者無効）
(株)日本水道設計社山形営業所 4,500,000円(5,370,000円）期間～12/15（落札率83.80％）
・山添配水池耐震補強工事実施設計業務委託（板井川地内）（入札6業者）
(株)日本水道設計社山形営業所 5,200,000円（6,490,000円）期間～6/2/29（落札率80.12％）

オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
開
催

さ
れ
、
総
勢
２
６
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、
羽

黒
太
鼓
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の

太
鼓
が
披
露
（
写
真
）
。

記
念
講
演
は
横
浜
法
律
事

務
所
の
太
田
伊
早
子
さ
ん

が
「
憲
法
か
ら
考
え
る
」

と
題
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
徹
県
議
と
坂
本
昌
栄

市
議
が
参
加
し
ま
し
た
。

第

回
山
形
県
母
親
大

51

会
が

日
、
鶴
岡
協
同
の

11

家
こ
ぴ
あ
２
階
ホ
ー
ル
を

中
心
に
、
県
内
８
か
所
を 滞在型農園施設を訪問


